
平成３０年度  算数科授業の略案         （１年 A組） 

-月日（  校時） 単元名 教材名 

１１月７日（水） （３校時） ひきざん １２－３の計算の仕方を考えよう。 

本時のねらい （本時 ６／１３） 

○１１～１８から１位数をひく繰り下がりのある減法計算で、減数を分解して計算する方法(減減法)があること

を知り、計算の仕方について理解することができる。 

評価規準  

考 被減法や減数の大きさに関係なく、被減数を１０のまとまりといくつに分けて計算する仕方と減数をいくつといくつに分けて計算する仕方を考

え、言葉やブロック操作などによって説明している。（観察・ノート） 

学習過程  学習活動（○発問・予想される児童の反応）  留意事項・評価 

【導入】 

１０：２０ 

・前時の振り返りをする。（ぶつぶつタイム） ・１３－９、１４－８，１２－７など

の学習をしてきたことを振り返らせる 

問題提示 

１０：２２ 

 

 

 

 

 

 

 

課題把握 

１０：３８ 

 

・シラバス 

・言語わざ 

１０：２８ 

 

自力解決 

１０：３３ 

集団解決 

・ペア学習 

１０：３５ 

・全体学習 

・考察 

 

 

 

 

 

１０：５０ 

・まとめ 

 

１０：５６ 

適用問題 

 

１ 問題を知る。 

  

 

 

○気づいたことや、今までの学習との違いを発表しましょう。 

・後の数が小さくなっている。 

・式は、１２－３になるよ。 

・１２を１０と２に分けてやったらできそう。 

・ブロックを使ったらできる。 

２ 課題を確認する。 

 

 

《１人でチャレンジ(５分)・ペア学び(2分)・全体学習(15分)・まとめ(6 

分)・適用問題（6分）・振り返り(３分)》言語わざ：キーワードを使う 

３ １２－３の答えの求め方を考える。 

・１２を１０と２に分ける。 

・１０－３＝７ 

・７と２で、こたえは９になる。 

４ ホワイトボードを使って、やり方を説明する。 

○１２－３のやり方をブロックと式を使って説明しましょう。 

・ほかのやり方はないかな。 

・３を２と１に分けてできそうだ。 

５ 考えたことを発表する。 

○出てきた考えから、気づいたことを発表しましょう。 

・はじめに３を２と１に分けて計算すると、 

・１２－２－１０ 

・１０から１を引いて、答えは９になる。  

 

 

 

 

６ 適用問題に取り組み、結果を確かめる。 

 

 

 

 

・これまでの学習を基にして見通しを

持たせる。 

 

 

キーワード 

 １０からひく のこりをたす 

  

・自力解決が進みにくい児童には、近

くの児童にヒントをもらってよいこ

とを伝える。 

 

 

・ホワイトボードに図をかき、図を使

って説明ができるようにする。 

考 被減数を１０といくつに分け手

計算の仕方を考え、言葉やブロッ

ク操作などによって説明してい

る。(観察・ノート)) 

 

 

 

 

 

                 

【終末】 

ふりかえり 

１１：０２ 

７ 学習したことを振り返る。 ・できるようになったこと、分かった

こと、友だちから学んだことを記述

させる。 

１２－３のけいさんのしかたをかんがえてせつめいしよう。 

１２－３のけいさんは、１２を１０と２にわけるやりかたと、３

を２と１にわけるやりかたがある。 

おかしが１２こあります。３こたべると、のこりは

なんこですか。 


